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笠松社会福祉協議会からのご紹介で、オカリナの

演奏者3人が3月 19日③午前 10時30分から老人保健施

設 1階ホールで、「春がきた、春の小川、肩たたき、

おぼろ月夜、道生の宿」など昔懐かしい曲に合わせ

オカリナ演奏がありました。

オカリーナさん達の施設慰間は今回で 3回目であ
り、入所者の皆さんも食前に瞬下訓練をかねて「ふる

さと、春がきた」など日頃から歌つてみえます。入所者の皆様も心待ちにしてみえました。中で

も 〔おぼろ月夜〕の 。・菜の花はたけに入り日うすれ見わたす山のかすみ深し・・・の歌、映画

で有名になったビルマの竪琴の主題歌でもある 〔埴生の宿〕などは入所者の皆さんもよ<ご存知
のようで、オカリナに合わせて大声で歌ってみえました。最後に腕と□の運動を兼ねて、 〔肩た

たきの歌〕に合わせて左右の肩をたたきながら歌をうたってみえました。

オカリーナの皆様大変お1亡しいところ有難うございました。またの慰間をお待ちしております。

6o0 ミニコンサート
平成20年3月 25日 (火 )、 148寺から定期のミニコ

ンサートを開催しました。

今回も 1月の0寺と同様、ソプラノ歌手の伴 真
由子さんと、ビアニストの宮崎 有由さんをお招
きし、季節の歌、クラシック、入所者様との交流

を楽しみました。

「春よこい」、「春が来た」がらスタートし、

クラシック曲の優雅な空気に包まれたホールで

は、ちようど暖か<なり、桜が咲いた0寺期でもあ
ることから、皆さん気持ちよさそうに、楽しそうにゆつたりとお二人の歌声と演奏を聴いてい

らつしゃいました。伴さんの歌声に合わせて歌っていらつしやる入所者様もみえ、耳に周‖染んだ

歌、小さい頃に歌つた歌を懐かし<感じていらつしやるご様子でした。
その後、伴さんの掛け声の下、入所者様と一緒に「幸せなら手をたたこう」を手振りもつけて

歌いました。始める前は、やつて<れるだろうかと伴さん、宮崎さん、そして職員も不安に感じ
ていましたが、曲が始まると皆さん楽しそうに手をたたいたり、足をならしたり、肩をたたいた

り、隣の方の手を握ったりされており、とても明るい雰囲気でした。お二人も入所者の方の反応

の仕方に驚かれていました。

最後は前回教わつた手話を交えての「ふるさと」の合唱。手話を覚えて<れているだろうかと
も思つていましたが、入所者の方が歌に合わせて手を動かしてみえる光景はそんな心配を吹き飛

ばして<れました。前回行つたのは 2ヶ月も前のことなのに、自然にリツムに合わせて手が動い
ている姿は、皆さんの「ふるさと」に対する思いの表れのような気がしました。

退場の際にはお二人とお話をしたり、握手をしたりする途中で涙くまれる入所者様もおみえに

なり、歌や音楽を通して良い交流ができたのではないかと嬉し<感じています。
「この前と衣装が違うね」とお二人に声をかける入所者様もみえ、お二人も嬉じ<感じておら
れたようです。

次回は5/13(火)を予定しています。こうした活動を通して、少しずつ距離を縮めていけたらい

いなと思っております。次回もお楽しみに☆
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聾 避難訓I練及び消化訓l練

介護施設では年2回夜間を想定した避難訓練及び消火

訓練を実施しております。2回目の訓練は 3月 24日 に

老人保健施設職員32名、夜間警備会社社員参加の下で ｀
実施しました。火災避難訓練は11月、 3月に実施して

おりますが、職員の勤務交代体制により全職員に訓練

内容を徹底するには難しいところがあります。今回は

主に新しい職員さんを対象に現場確認班、放水班、夜

勤者力0勢消火班、避難誘導班、担架救助班、保護班な

ど各班の業務を想定して訓練いたしました。

非常放送装置から突然[只今、 3階北棟で火災発砲がありました確認願います 。・ ]と自動放送
がされ、仮眠状態の詈備員が表示板で発生地区を確認し、全館放送で状況確認依頼と夜勤者全職

員を徴集し、班ごとに初期消火、放水、救E/tなどの訓練をしました。火災発生現場確認0寺には

「リネン庫が火事だ !と大声で□4ばないと聞こえないよ」と先輩から注意を受けたりし、各班の

行動目的をお互いに確認しあつていました。

最後に中庭で消火器の特長、消火方法などの説明を受け、水消火器による消火訓練をしまし

た。訓練を通して消火器の使用に対する不安感もとれたのではないかと思います。

今年のお花見は3月31日から1週間、施設入所者様のお花見

期間として計画を立て季節感を味わつてもらいました。

笠松町の本曽川堤防に沿つて桜並本がある奈良津公園の桜

は満開状態で、多<の方が花見をしながら楽し<お弁当を食
べたりしていました。堤防には菜の花が咲きみだれ、満開の

桜並本の中でヒ∃ドリ、雀たちが花とたわあれている様子を

見て、「ほら、ほら、桜の花の蜜を吸つているのが鳥がいるよ

」と声を掛け含つておられ万から[さ <ら  さ<ら 野山も里
も見わたす限り。・・]と歌われる方もみえました。

～僣見～
帰りにはイカ焼き、広島風お好み焼、飴やビール

などの屋台が建ち並6前を通過すると、食欲をそそ
るような臭いで「ああ、イカ焼きとビール食べた

い]と話される方がみえ日ごろと異なる食欲おう盛

な一面も拝見できました。

今回のお花見などを通して、利用者様に少しでも

季節感を味わつてもらえれば幸いとおもいます。

5月 7日い 事務から [医療、介護の現状と今後]に
ついて開催いたします。

6月 4日因 介護職員から
時間 :午前 11:00～
場所 :老人保健施設 1階リハビリ室
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予定は変更になる場合がありますので、こ了承下さい。


